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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、生活保護における自立支援の在り方について検討を行うことにある。そこでは

、主として次の3つの研究を行っている。 

(1)生活保護における自立支援を行っていく上で、自立並びに自立支援についてどのような

概念構成･内容をもっているのか、またどのような制度･政策的文脈で語られるのか、の検証

である(理論研究)。 

(2)生活保護制度において自立支援がどのように位置づけられているのか、また自立支援プ

ログラムの内容･方法･手順とその体制について、の検証である(制度･政策研究)。 

(3)生活保護における自立支援がソーシャルワークにどのように位置づけられるのか、また

自立支援におけるソーシャルワークの内容･プロセス･方法をどのように構築していくかにつ

いて、の検証である(ソーシャルワーク研究)。 

これら検証を通して、生活保護における自立支援が、より利用者・当事者の利益につなが

る考え方、制度・政策と行政、ソーシャルワーク実践にしていくかその在り方を提示してい

る。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 This study analyzes the way to promote independence of the user in the public 

assistance program by the following three research schemes. 

1) To theoretically analyze concepts of independence and its promoting measures in 

policy contexts; 

2) To evaluate program contents, measures, process and administration of the 

independence programs in the public assistance; 

3) To investigate independence programs, with a social work perspective, in terms of 

their construction of definitions, identifications, process, and skills. 

  The research clarifies the way to promote independence of the public assistance users 

by maximizing their benefits and inducing political, administrative and social work 

measures and practice. 
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1．研究開始当初の背景 
（１）生活保護における「自立」並びに「自
立助長」をめぐる議論は､生活保護制度創設
当初よりそのとらえ方が分かれている。 
（２）生活保護における「自立」並びに「自
立助長」のとらえ方が、生活保護における制
度改革により「自立支援」とそれを実現する
「自立支援プログラム」の導入が図られるよ
うになった。 
（３）生活保護領域における「自立」「自立
助長」「自立支援」「自立支援プログラム」そ
れぞれの検討並びに関係についての整理、制
度･政策とそれを運営する行政からの検討、
生活保護におけるソーシャルワークの検討
をする必要がある。 
 
2．研究の目的 
（１）生活保護制度において制度対象をどの
ように設定し対人援助を行ってきたのか制
度的側面から歴史的に跡づけ、今後の生活保
護制度における対人援助の在り方について
検討する。 
（２）具体的に対人援助のフィールド（福祉
事務所、保護施設、関連専門職･機関）にお
いてどのように考え対人援助を行ってきた
のかその変遷を歴史的に跡づけ、今後の生活
保護制度における対人援助の在り方につい
て検討する。 
（３）生活保護制度の全面的見直しが行われ
た生活保護における新たな取り組みが期待
されている（社会保障審議会福祉部会「生活
保護制度の在り方に関する専門委員会」）。そ
こで（１）（２）で言及したこれまでの議論
を踏まえ、対人援助（「自立支援」）に関する
理論的検討を行うと共に「自立支援」に関す
る先駆的取組みを調査し､それらを素材に生
活保護における「自立支援」の在り方につい
て検討する。 
 

3．研究の方法 
 

本研究課題の研究方法は、以下の通りであ

る。 

(1)研究会(「自立支援研究会」)を組織して

定期的に開催し、研究報告並びに意見交換

を行った。研究会構成メンバーは研究代表

者、分担研究者、テーマによってゲストス

ピーカーが参加している。また研究代表者、

分担研究者で夏季合宿を行いそこでも研

究の成果について議論を深めた。 

 

(2)行政関係者（国、自治体等）と自立支援

検討会を組織して定期的に開催し、「自立

支援プログラム」の作成・実施・運営・評

価とその体制について実践報告並びに意

見交換を行った。 

 

(3)「自立支援」に取り組む先駆的自治体で

あるＡ自治体を対象として、利用者インタ

ビュー調査、支援者インタビュー調査、福

祉事務所の組織的取組みに関する資料的

検討をそれぞれ実施し、「自立支援」の取

組みの成果を明らかにした。 
 
4．研究成果 

本研究は､社会福祉学における多くの公的
扶助研究者と先駆的取組みを行っている全
国の自治体や国が自立支援をめぐり、これま
での到達点と今後の取組みについて理論的･
制度的・対人援助について議論を重ねたもの
であり、その研究上並びに社会的意義・貢献
がある。 
本研究の研究成果は、研究代表者･分担研

究者の連名で報告書（総 460 頁、2010.3）、
自立支援ハンドブック（総 15頁、2010.3）、
社会福祉実践理論学会（2009.07)、社会福祉
学会(2009.10）における学会報告等を出して



いる。 
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